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議会報告会 次第 
 

司会  議会報告会実行委員長 勝山 祥 

 

１．開  会  あいさつ 議長 津波 信子 

 

２．議員紹介 

 

３．議会報告 

◆決算議案の報告（予算決算常任委員会） 

 平成 27 年度富士見市一般会計歳入歳出決算認定について 

① 予算決算常任委員会委員長 

② 総務分科会長 

③ 文教福祉分科会長 

④ 建設環境分科会長 

⑤ 決算に対する各会派討論（６会派） 

 

 質疑応答 

 

４．意見交換 

＜２班体制で実施＞ 

◆テーマ：防災 

  

 

５．閉  会  あいさつ 副議長 尾崎 孝好 
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 決算とは  

 

 

市長 

議会 市民 

審査 

認定 

報告 

公表 

 

審査 

意見 

監査委員 

意見・要望 

市役所における決算は、一会計年度における歳入歳出予算の執行の実績を記載し

た計数表です。市長は決算を監査委員の審査と議会の認定に付します。 

 決算の目的は、市長が住民の代表である議会の議決に基づいて予算を執行したか

どうかについて、説明責任を果たすことにあります。 

富士見市議会は、歳入歳出予算が適正に執行されたかを審査するため、予算決

算常任委員会を設置し慎重審議をしました。 

意見・要望 
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 市のお財布はどうなっているの？  

富士見市は、一般会計、特別会計、公営企業会計の３種類の会計があります。 

お財布で言えば３種類のお財布があって、お金の出し入れをします。 

 

公営企業会計 

一番大きいお財布が「一般会計」です。 

福祉・子育て・道路整備などのまちづくりに必要なお金を経理す

る会計です。 

平成２７年度決算額 

歳入 328 億 3396 万 993 円 

歳出 314 億 2652 万 4447 円 

次のお財布は「特別会計」です。 

一般会計とは別に、富士見市には、国民健康保険特別会計、介護

保険特別会計など５つの特別会計があります。 

平成２７年度決算額 

国民健康保険特別会計   歳入 １３０億９１８３万２９１０円 

             歳出 １３０億２１１６万０３３４円 

介護保険特別会計     歳入  ５９億２０４０万６５６０円 

             歳出  ５７億３３２５万２７５６円 

後期高齢者医療事業特別  歳入   ９億３１４２万６３０９円 

会計           歳出   ９億２７７５万８０３９円 

鶴瀬駅西口土地区画整理  歳入   ７億０４６４万９２０４円 

事業特別会計       歳出   ５億９９２１万２１４１円 

鶴瀬駅東口土地区画整理  歳入  １０億３１１１万７８８２円 

事業特別会計       歳出   ９億６５１９万４４３５円 

最後のお財布が「公営企業会計」です。 

普通の会社と同じように、利用した人から料金をいただいて事業

を行っているお財布です。 

平成２７年度決算額 

水道事業会計   収入 22 億 4223 万 2518 円 

支出 19 億 5597 万 5582 円 

下水道事業会計  収入 39 億 7470 万 3759 円 

         支出 35 億 8787 万 0987 円 

特別会計 

一般会計 
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みなさんに納めていただく市税や使用料、手数料な

ど、富士見市が自主的に財源として集めることができ

る収入です 

依存財源 

156億 7596万 2696円 

道路や施設をつくるときに国からの補助金や、借り入

れる市債など、国や県が定めた額を交付されたり、割

り当てられたりする収入です。 

 市の歳入（一般会計の１年間の収入）はどんな状況ですか？ 

 

◎富士見市の歳入には、自主財源と依存財源があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎平成２７年度歳入（328億 3396万 0993円）の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主財源 

171億 5799万 8297円 

 
 

市税 145億 290万 5619円 

 

 

 

その他（使用料・手数料など） 

26億 5509万 2678円 

 
 
国庫支出金 
54億 1661万 

3513円 

 
 
地方交付税 
36億 9521万

0000 円 

 
 
その他（県支出
金・市債等） 
65 億 6413 万

9183 円 

自主財源 

171億 5799万 8297円 
52.26% 

依存財源 

156億 7596万 2696円 
47.74% 
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 市の歳出(一般会計の１年間の支出）はどんな状況ですか？  

市では、学校や道路の建設、子育てや福祉などさまざまな事業にお金を使っています。 

簡単に説明すると次のようになります。 

 

◎目的別のお金の使い道 

 

 

 

費目 決算額 支出概要 

民生費 153 億 4646 万 9708 円 子育て支援や高齢者、障がい者などの福祉のために 

総務費 37 億 2027 万 6274 円 窓口サービスや防災対策、庁舎管理などのために 

土木費 33 億 3769 万 5281 円 道路や公園などの整備のために 

教育費 29 億 2669 万 501 円 教育や文化財保護などのために 

公債費 24 億 7892 万 8391 円 借入金の返済のために 

衛生費 18 億 5232 万 9307 円 健康づくりやごみ処理などのために 

消防費 11 億 2549 万 4903 円 消防や救急などのために 

その他 6 億 3864 万 0082 円 農業や商業などのために 

計 314 億 2652 万 4447 円  
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一般会計決算議案における各分科会の審査内容及び報告 

 

○総務分科会 

（主な費目 総務費・公債費・その他） 

 ①市税の徴収、差押え、納付方法などについて 

市税の徴収率の、さらなる努力を求める質疑、困窮する滞納者への支援策の質疑 

などがあった。財産調査件数を増やして対応している答弁があった。  

 

②市庁舎などの電気料金のことについて 

電気使用量が減っている理由について質疑があり、ＬＥＤ化推進と省エネ型機器 

への取り換えでさらに電気使用量を減らすことができるとの答弁があった。 

 

 ③職員の採用、体制、研修、健康、賃金などについて 

団塊の世代の職員の大量退職、不足がちな職種があるなか、職員採用の取り組み、 

病休職員数の現状、非正規職員の賃金の考え方などの質疑があった。 

 

 

○文教福祉分科会 

（主な費目 民生費・衛生費・教育費） 

①災害時要援護者地域支援事業について 

災害発生時に自力での避難が難しい高齢者や障がいをお持ちの方など支援が必 

要とされる方が対象。緊急連絡先や避難時の支援情報を関係機関、町会、民生 

委員等が平時から共有することで災害時の情報伝達、安否確認、避難支援活動 

等の必要な支援体制を構築する 

 

 ②公衆浴場高齢者入浴料助成事業について 

一人暮らしや高齢者のみの世帯の方などに入浴券を交付し、高齢者の健康と衛 

生の保持、介護予防、引きこもりの防止等を図る 

 

 ③「５days チャレンジ」について 

27 年度から市内小・中学校全体で、生徒が生活や学びのリズムを整え、主体 

的に学習する生活習慣を身につけるための取り組み 
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○建設環境分科会 

（主な費目 総務費・土木費・衛生費・消防費） 

 ①鶴瀬駅東西口の区画整理の現状と見通しについて 

工期完了に向けて実施しているが、計画通りには進んでいないことから、取り組 

みの問題点や解決策など、質疑がされた 

 

 ②防災訓練の反省と課題について 

去年行われた市内総合防災訓練の結果を受け、反省点をふまえ、想定外な災害や 

対策など有事に生かせる流れに向けて、様々質疑がされた 

 

 ③市内公共交通問題について 

東上線の西側はふれあい号も走っておらず、市民の足が確保されていない状況が 

続いている。長年の地域の課題となっている公共交通の実現に向けて、質疑がさ 

れた 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 
 

一般会計決算議案に対する各会派の討論 

 

※本会議における討論順 

日本共産党（不認定） 

 子どもや高齢者などの「貧困と格差」が社会問題となっているなか、市民の暮らし

を守る立場に立つかが問われている。差押え件数が平成２６年度２９７件から平成２

７年度４２１件に大幅に増加したが、収納率の向上ありきではなく、市民の困りごと

相談に積極的に乗る行政であるべき。一般会計１０億円の黒字は国保や介護などの市

民負担軽減のために使うこともできたはずである。今こそ暮らしを支え福祉を充実さ

せる市政に転換を求める。 

 

 

 

公明党（認定） 

 平成 27 年度の一般会計歳入歳出決算を見ると、歳入は 328 億 3396 万 993 円。歳出

は 314 億 2652 万 4447 円となった。 

事業内容を見ると第５次基本構想中期基本計画推進のもと、子育て支援や介護、福

祉など全体にバランスのとれた施策が実施されている。 

行財政改革では自主財源の確保や庁舎事務所等のＬＥＤ化の取り組みを評価する。 

今後も「魅力と賑わいの暮らしやすいまちづくり」を要望し認定の討論とする。 

 

 
 

２１・未来クラブ（認定） 

平成 27 年度は「魅力と賑わいのある暮らしやすいまちづくり」を目標とした予算

が執行されたかを審議した。 

歳入面では、収納率対策や自主財源確保等の対策を評価する。歳出面では、市民生

活向上に不可欠な施策に関し、しっかりと対応が図られたと認識出来る。 

来年度以降も「誰もが住みたい、住み続けたい、選ばれるまち富士見市」を目指し

効果的な予算編成を要望し、認定とする。 
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草の根（認定） 

昨年度は大型商業施設の開業や市街地の形成等により、市税収入が伸びた。また、

収納率やまちづくり寄付金も伸びており評価したい。今後も債権管理条例の制定等、

更なる自主財源の確保に努めて頂きたい。補助金の執行手続きを定めたガイドライン

については被交付団体の活動が委縮しないよう留意されたい。実質収支比率が適正比

率を若干オーバーしている。年度途中の減額補正等、限りある予算の有効活用を求め

認定とする。 

 

 

 

市民の絆（認定） 

決算内容は、歳入・歳出とも昨年を下回るものになった。 

そのなかで、自主財源及び依存財源とも増加要因と減少要因が大きくなっている。 

施策面では、子育て支援施策や、地域密着型の介護福祉施策など社会保障への取り

組みを評価する。 

大型商業施設ができ、税収を含め雇用も増えた。同時に待機児童も増加している。

今後も対応を望む。子どもの貧困対策として、給食の無償化を要望し認定する。 

 

 

 

富士見市民ネットワーク（認定） 

歳入は、大型商業施設の税収増。地方消費税交付金や、個人市民税の伸びがあった。 

 歳出では、病児保育の開始。放課後児童クラブの増設や改修など、ピアザふじみの

児童館開設、食育推進室の関係機関との更なる連携を要望する。 

「地方創生」では市民と市の将来像を検討し貴重な成果を得た。市内公共交通会議の

進捗状況や、キラリふじみへの支援は評価するが、プレミア付き商品券の発売は慎重

な判断が求められたのでは。
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政務活動費について 

 

政務活動費は議員の調査研究その他の活動に資するため必要な費用の一部として、議

会における会派（所属議員が 1人の場合を含む）に対し交付されるもので、会派の所

属議員数に 240,000 円（月額 20,000 円×12 ヶ月）を乗じて得た金額が交付されます。

政務活動費の交付及び使途基準については、富士見市議会政務活動費の交付に関する

条例及び富士見市議会政務活動費の交付に関する規程に定めています。 

 

 

平成 27 年度政務活動費の収支 

（単位：円） 

 21・未来 

クラブ 
草の根 公明党 日本共産党 

富士見市民 

ネットワーク 
市民の絆 

交 付 額 1,440,000 1,200,000 960,000 960,000 240,000 240,000 

研究研修費 0 64,400 19,248 216,920 143,420 0 

調 査 旅 費 155,720 0 296,128 0 0 0 

資料作成費 238,548 212,004 162,469 198,854 39,486 41,369 

資料購入費 0 37,999 9,037 135,945 16,416 35,796 

広 報 費 701,676 403,826 391,631 219,240 0 0 

広 聴 費 0 56,584 0 0 0 0 

人 件 費 0 0 0 0 0 0 

支 出 額 計 1,095,944 774,813 878,513 770,959 199,322 77,165 

残 額 344,056 425,187 81,487 189,041 40,678 162,835 
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富士見市議会政務活動費使途基準 

項   目 内   容 

研究研修費 

会派が研究会若しくは研修会を開催するために必要な経費又

は会派の所属する議員が他の団体の開催する研究会若しくは

研修会に参加するために要する経費（会場費、講師謝金、出席

者負担金、会費、交通費、宿泊費等） 

調査旅費 
会派が行う調査研究活動のために必要な先進地調査又は現地

調査に要する経費（交通費、宿泊費等） 

資料作成費 

会派が行う調査研究活動のために必要な資料の作成に要する

経費（印刷製本費、翻訳料、備品及び事務消耗品購入、事務機

器購入・リース代等） 

資料購入費 
会派が行う調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入

に要する経費 

広 報 費 

会派の調査研究活動、議会活動及び市の政策について住民に

報告し、PR するために要する経費（広報紙、報告書印刷費、送

料、会場費等） 

広 聴 費 

会派が住民からの市政及び会派の政策等に対する要望又は意

見を吸収するための会議等に要する経費（会場費、印刷費、茶

菓子代等） 

人 件 費 会派が行う調査研究活動を補助する者を臨時雇用する経費 
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 主な用語の解説 
 

＜予算関連用語＞ 

１ 予算現額（よさんげんがく） 

 当該年度に執行する全事業のもととなる予算の総額であり、当初予算に補正予算と

前年度からの繰越予算を加減した総額。 

 

２ 補正予算(ほせいよさん) 

予算の調整後に生じた事由に基づき、既成の予算に追加その他の変更を加える必要

性が生じたときに調整される予算。 

 

３ 出納整理期間（すいとうせいりきかん） 

 年度内に収入又は支出すべきと確定したものの、未収又は未払いとなっているもの 

について、収入又は支出を行うために設けられている期間で、会計年度終了後の４ 

月１日から５月３１日までの期間のこと。この期間内に、終了した年度の収入と支 

出の整理が行える。 

 

４ 調定額（ちょうていがく） 

 調定とは、その歳入の内容を具体的に調査し、収入すべき金額を決定する行為、つ

まり市の内部的意思決定の行為をいい、その決定した額が調定額。 

 

５ 収入済額（しゅうにゅうずみがく） 

 当該年度に調定したもののうち、出納整理期間までに納入されたもの。 

 

６ 収入未済額（しゅうにゅうみさいがく） 

 当該年度の歳入として調定した収入のうち、出納整理期間までに納入されなかった 

額。 

 

７ 支出済額（ししゅつずみがく） 

 当該年度の歳出のうち、出納整理期間までに支出されたもの。 

 

８ 剰余金(じょうよきん) 

会計年度で歳入額から歳出額を引いた残額、翌年度の歳入に繰り入れること。 

 

９ 基金(ききん) 

特定の目的のために積み立てた資金や維持する財産、または定額の資金を運用する

ために設ける資金や財産。 
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10 不用額（ふようがく） 

 実施した事業に要した経費が予算よりも少なく済んだため、支出しなかった額。 

 

11 過誤納額（かごのうがく） 

市に債務のある方が調定額よりも多く納入した額、あるいは市に債務がない方が誤

って納入してしまった額。 

 

12 不納欠損額（ふのうけっそんがく） 

 既に調定した歳入が、督促等を行ったにもかかわらず納付されずに時効が到来して

しまった場合や、法令に基づいて債務を免除した場合などについて、損失として処

分を行った額。 

 

13 実質収支（じっしつしゅうし） 

 当該年度の収入済額から支出済額と翌年度へ繰り越すべき財源（繰越事業の支出に

あてる財源のうち、すでに収入しているもの）を差し引いたもの。 

「財政状況を判断する一つの基準になります」 

 

14 繰越明許費（くりこしめいきょひ） 

その性質により当該年度内に支出できない経費について、翌年度に繰り越して使用

できることとしたもの。 

 

15 事故繰越し（じこくりこし） 

 避けがたい事故によって当該年度内に支出が終わらない経費を、翌年度に繰り越し

て使用できることとしたもの。 

 

＜各種歳入＞ 

１ 市税(しぜい) 

市民等が納める市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税、法人市民税など。 

 

２ 使用料及び手数料(しようりょう・てすうりょう) 

公の施設の使用料や証明書の発行に伴う手数料として徴収するもの。 

 

３ 国庫支出金(こっこししゅつきん) 

国から市の事業に対して支払われるお金。 

 

４ 県支出金(けんししゅつきん) 

県から市の事業に対して支払われるお金。 
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５ 財産収入(ざいさんしゅうにゅう) 

市の財産の貸付、売払いなどで得た収入。 

 

６ 繰入金(くりいれきん) 

一般会計、特別会計および基金間で相互に資金運用するもの。 

※その会計から他の会計に資金を移す場合を「繰出」、他の会計からその会計に資

金が移される場合を「繰入」という。 

 

７ 繰越金(くりこしきん) 

前年度の決算上、余ったお金。 

 

８ 諸収入(しょしゅうにゅう) 

収入の性質により、他の収入科目に含まれない収入。 

 

＜その他＞ 

１ 公債費(こうさいひ) 

市債の元金・利子やその他の利子を支払うための経費。 

 

２ 財政健全化比率(ざいせいけんぜんかひりつ) 

法に基づき決算をもとに実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債比率、将来負

担比率の４つの指標を算出するもの。 

 

３ 扶助費(ふじょひ) 

社会保障制度の一環として、児童、高齢者、障がい者、生活困窮者などに対して、

国や地方公共団体が行う支援に要する経費。 

 

４ 普通徴収(ふつうちょうしゅう) 

納税義務者本人が納税通知書によって納入する方法。 

 

５ 付託(ふたく) 

議会の議決を要する事件について、議会の議決に先立って詳しく検討を加えるため

に、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会に審査を委託すること。 
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操

議 案
第 70 号

富士見市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 71 号

富士見市税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 72 号

富士見市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 73 号

富士見市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 74 号

平成２８年度富士見市一般会計補正予算（第３号） 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ × × × × ○ ○

議 案
第 75 号

平成２８年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 76 号

平成２８年度富士見市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 77 号

平成２８年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 78 号

平成２８年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 79 号

平成２８年度富士見市公共用地先行取得事業特別会計予算 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 80 号

平成２７年度富士見市一般会計歳入歳出決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ × × × × ○ ○

【　市　長　提　出　議　案　】

議案等の審議結果（議員賛否一覧）

平成28年第3回（9月）定例会

○賛成　×反対

議
案
等
番
号

議　　案　　等　　の　　名　　称

審
議
結
果

21・未来クラブ 草の根 公明党 日本共産党
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議 案
第 81 号

平成２７年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ × × × × ○ ○

議 案
第 82 号

平成２７年度富士見市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ × × × × ○ ○

議 案
第 83 号

平成２７年度富士見市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 84 号

平成２７年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 85 号

平成２７年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 86 号

平成２７年度富士見市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
原 案 可決
及 び 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ × × × × ○ ○

議 案
第 87 号

平成２７年度富士見市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
原 案 可決
及 び 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 88 号

専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度富士見市国民健康保険特別会計（事業
勘定）補正予算（第１号））

承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ × × × × ○ ○

議 案
第 89 号

富士見市土地開発公社の解散について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報 告
第 ６号

平成２７年度富士見市土地開発公社決算について

報 告
第 ７号

平成２７年度公益財団法人キラリ財団決算について

報告につき採決なし

報告につき採決なし

議案等の審議結果（議員賛否一覧）

平成28年第3回（9月）定例会

○賛成　×反対

議
案
等
番
号

議　　案　　等　　の　　名　　称

審
議
結
果

21・未来クラブ 草の根 公明党 日本共産党
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操

陳 情

第 ９号
富士見市非核平和都市宣言の検証・見直しを求める陳情 不 採 択 × × × × × × × × × × ×

議

長
× × × × × × × × ×

陳 情
第 10 号

採択された請願・陳情のその後の処理状況のウェブ公表を求める陳情 採 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳 情

第 11 号
各種団体からの市当局への要望書・市の回答等のウェブ公開を求める陳情 不 採 択 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○

議

長
× × × × × × × × ×

陳 情

第 12 号

勝瀬原特定土地区画整理組合が提起した平成２０年土地明渡等請求訴訟への市職員の関与の
有無について調査を求める陳情

不 採 択 × × × × × × × × × × ×
議

長
× × × × × × × × ×

議

第 9 号

次期介護保険制度改正における福祉用具および住宅改修の見直しを求める意見書の提出につ
いて

原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
第 10 号

地方議会議員の選挙期間中のビラの配布を可能とする公職選挙法改正を求める意見書の提出
について

原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

第 11 号
バングラデシュ・ダッカにおけるテロ事件に関する議決について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
第 12 号

砂川堀雨水幹線の抜本的な治水対策を求める意見書の提出について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

第 13 号
富士見市災害見舞金支給条例の見直しに関する決議について 原 案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
第 14 号

沖縄高江におけるオスプレイヘリパッド建設の中止を求める意見書の提出について 否 決 × × × × × × × × × × ○
議

長
× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

第 15 号
安保法案の発動を中止することに関する意見書の提出について 否 決 × × × × × × × × × × ×

議

長
× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊議長の賛否表明は議長を除く議員の賛否が同数の場合のみです。

【　請　願　・　陳　情　】

【　議　員　提　出　議　案　】

議案等の審議結果（議員賛否一覧）

平成28年第3回（9月）定例会

○賛成　×反対

議
案
等
番
号

議　　案　　等　　の　　名　　称

審
議
結
果

21・未来クラブ 草の根 公明党 日本共産党
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